
大阪湾の自然の変遷と課題
大阪湾セミナー

⼤阪湾の環境とそこにすむ⽣物は、近年の気候変動だけでなく、人間活動の
影響を大きく受けながら変化しています。
環農水研と自然史博、両研究機関の複数のスタッフから大阪湾のこれまでを

ご紹介し、私たちの生活への影響と、未来への課題について考えます。
みなさまのご参加をお待ちしております。

海とつながろう，未来につなげよう 大阪湾Years 2022-2023
来て⾒⾒て︕知って︕ 大阪湾 申込み不要

－連携協定締結記念 環農水研・自然史博共催イベント－

令和５年８月13日（日） 13:00-15:30
（開場・受付開始 12:30）

日 時

場 所
大阪市立自然史博物館 講堂 （定員 先着170名）

（大阪市東住吉区長居公園1-23）

※オンライン同時開催

参加費

共催 （地独）大阪府立環境農林水産総合研究所（環農水研）・大阪市立自然史博物館（自然史博）

無 料 （博物館での聴講の場合は博物館入館料（※）が必要です）

（※）入館料 ： 大人300 円・高大生200 円。
中学生以下、障がい者手帳などをお持ちの方（介護者１名を含む）、大阪市内在住の65 歳以上
の方は無料（要証明書）。

温暖化の影響？！
近年、大阪湾で漁獲された暖海性魚類のイタチザメ

調査船おおさか

大阪湾から絶滅した海浜植物ウンランの
さく葉（押し葉）標本



●漁場環境観測の半世紀 －温暖化、貧栄養化そして酸性化－

環農水研 水産研究部 主任研究員 秋山 諭

●無脊椎動物の標本記録からみる大阪湾の渚の原風景

自然史博 学芸係長 石田 惣

●海浜植物の古いさく葉標本から見た開発以前の大阪湾の砂浜

自然史博 学芸員 横川 昌史

●所変われば品変わる？魚庭の魚の今と昔

環農水研 水産研究部 研究員 木村 祐貴

会場
アクセス

【公共交通機関の場合 】

Osaka Metro 御堂筋線「長居（ながい）」駅 南改札口3号出口から東へ約800 m
JR阪和線「長居」駅 東出口から東へ約１km
近鉄南大阪線「矢田」駅 西へ約1.8km
大阪シティバス4系統、24系統「長居東」または「長居東2」停留所

【駐車場について 】

長居公園南駐車場（最寄り）、地下駐車場等をご利用ください（有料）。

講 演
内 容

配信

本セミナーはYouTubeで同時配信を行います。
また、終了後にもYouTubeで配信を行います（令和５年９月18日（月・祝）（予定）まで）。
詳しくは後日、環農水研及び自然史博のホームページでお知らせします。配 信

● 大阪府立環境農林水産総合研究所（企画グループ）

TEL：072-979-7070（企画グループ直通）
（平日9:00～17:30）

問合わせ先
● 大阪市立自然史博物館

TEL：06-6697-6221（代）
（9:30～17:00、月曜休館（月曜休日の場合は翌日））


